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長
門
市
消
防
出
初
式

■ 

日
時　

１
／
７ 

（日）　

９
：
00
〜

■ 

場
所　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

■ 

内
容　

・
式
典　
　
　
　
　

９
：
00
〜

・
観
閲
行
進　
　
　

10
：
20
〜

・
人
員
機
材
点
検　

10
：
50
〜

・
一
斉
放
水　
　
　

11
：
10
〜

※
時
間
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

■ 

問
い
合
わ
せ

　

消
防
本
部
総
務
課
庶
務
係
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▲煙体験ハウス

自
治
宝
く
じ
助
成
事
業
で

煙
体
験
用
資
機
材
を
整
備

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
実
施
す
る
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受

託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
実
施
し

て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

活
用
し
、
消
防
本
部
に
煙
体
験
用
資

機
材
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ハ
ウ
ス
の
中
に
人
体
に

無
害
な
煙
を
充
満
さ
せ
、
火
災
時
に

お
け
る
煙
の
怖
さ
と
避
難
方
法
が
体

験
で
き
る
も
の
で
す
。
今
後
、
防
災

訓
練
お
よ
び
講
習
会
な
ど
で
活
用
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課
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■
自
治
宝
く
じ
助
成
事
業
に
関
す
る

　

問
い
合
わ
せ

　

企
画
政
策
課
企
画
調
整
係

℡
23
‐
１
１
１
６

施設名 住所 対象となる災害の種類
ながとスポーツ公園（グラウンド
ゴルフ場・芝生広場）　※ 屋外 東深川 2936 番地

洪水、土砂災害、高潮、
地震、津波、大規模な火
事、内水氾濫

みのり保育園 西深川 3766 番地

ながとラボ 西深川 270 番地 10

俵山多目的交流広場（管理棟） 俵山 1356 番地

施設名 住所 対象となる災害の種類

わいわい子どもセンター 油谷新別名 10672 番地 1 洪水、高潮、地震、津波、大
規模な火事、内水氾濫

・土砂災害とはがけ崩れ、土石流および地滑りをいいます
・内水とは一時的に大雨が降った場合に、排水施設または河川による雨水の
　排水ができずに浸水することをいいます
■問い合わせ　防災危機管理課　℡23‒1111

■指定を取り消した指定緊急避難場所
　土砂災害警戒区域内に位置するため、災害の種類から土砂災害を取り消しました。

新たに下記の施設の指定と取消を行いました。
・指定緊急避難場所は、災害が発生した場合、または発生するおそれがある
　場合にその危険から逃れるための避難場所（災害の種類別に指定）です
■新たに指定した指定緊急避難場所

指定緊急避難場所の指定と取消について

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

物
資
納
入
業
者
募
集

　

長
門
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

は
、
食
材
の
納
入
業
者
を
登
録
業
者

の
中
か
ら
決
め
て
お
り
、
次
の
と
お

り
登
録
希
望
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
登
録
申
請
要
件

・
市
内
に
事
業
所
を
有
し
て
い
る
こ

　

と
。
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
が
特

　

に
認
め
る
場
合
を
除
く

・
食
品
に
関
す
る
法
律
お
よ
び
諸
規

　

定
を
順
守
し
て
い
る
こ
と

・
発
注
す
る
食
材
の
品
質
、
規
格
お

　

よ
び
数
量
を
確
保
で
き
、
指
示
す

　

る
日
時
お
よ
び
場
所
に
確
実
に
納

　

入
で
き
る
こ
と

■
提
出
書
類

・
学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者
登
録

　

申
請
書

・
身
分
証
明
書
（
個
人
の
場
合
）

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
の
証
明

（
完
納
証
明
書
）

・
営
業
に
必
要
な
許
可
証
の
写
し

・
収
支
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

※
個
人
の
場
合
は
、
損
益
計
算
書
ま

　

た
は
収
支
内
訳
書

※
法
人
の
場
合
は
、
貸
借
対
照
表
お

　

よ
び
損
益
計
算
書

■
申
請
で
き
な
い
人

・
地
方
自
治
法
施
行
令
第
167
条
の
４

　

に
該
当
す
る
人

・
営
業
に
際
し
て
必
要
と
さ
れ
る
許

　

可
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
人

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人

■
受
付
期
間　

２
／
１

（木）
〜
16 

（金）

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

■
受
付
時
間　

８
：
30
〜
17
：
00

■
受
付
場
所

　

長
門
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
東
深
川
２
３
６
６
番
地
２
）

■
提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

※
郵
送
の
場
合
は
２
／
16 

（金）
必
着

■
有
効
期
間

　

４
／
１ 

（日）
〜
平
成
31
年
３
／
31 

（日）

■
審
査
結
果　

３
月
中
旬
に
通
知

■ 

問
い
合
わ
せ　

長
門
市
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー　
　

℡
23
‐
１
３
３
３

　

長
門
湯
本
温
泉
観
光
ま
ち
づ
く
り

計
画
で
は
「
全
国
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン

グ
ト
ッ
プ
10
入
り
」
を
目
指
し
て
お

り
、
魅
力
的
な
温
泉
街
と
な
る
た

め
、
景
観
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

風
情
あ
る
温
泉
街
に
欠
か
せ
な
い

魅
力
の
ひ
と
つ
、
そ
れ
は
「
夜
間
景

観
」
で
す
。
歩
い
て
楽
し
め
る
夜
の

温
泉
街
に
は
「
あ
か
り
」
の
演
出
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
長
門
湯
本
温
泉
で

は
、
地
域
の
資
源
に
光
を
あ
て
て
景

観
を
演
出
す
る
こ
と
で
、
美
し
さ
や

感
動
を
与
え
る
風
景
や
、
明
る
さ
を

確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
安
心
安
全
に

夜
の
街
を
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
夜
間
景
観
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指

「
あ
か
り
」
で
長
門
湯
本
の
夜
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

 

長な
が
ま
ち町 

志し

ほ穂 

さ
ん

　

こ
れ
ま
で
、
照
明
を
使
っ
た
空
間

演
出
と
し
て
神
戸
市
の
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
や
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
公
共
空
間
の
夜
間
景
観
デ

ザ
イ
ン
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
長
町

さ
ん
。
長
門
湯
本
温
泉
で
は
「
あ
か

り
の
重
要
性
や
チ
カ
ラ
」
を
伝
え
、

「
最
も
長
門
湯
本
の
魅
力
を
高
め
る

夜
間
環
境
」
の
デ
ザ
イ
ン
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
夜
の
滞
在
は
食
事
や
宿
泊
な
ど

地
域
に
経
済
的
な
効
果
を
与
え
る
の

で
、
世
界
中
で
夜
間
景
観
に
力
を
入

れ
る
ま
ち
が
増
え
て
い
る
」
と
長
町

さ
ん
。
橋
や
古
民
家
な
ど
の
地
域
資

源
を
「
あ
か
り
」
を
変
え
る
こ
と
で

魅
力
を
上
げ
、
住
民
が
ま
ち
の
歴
史

や
魅
力
を
再
認
識
で
き
る
ほ
か
、
観

光
客
に
は
ま
ち
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
る
と
話
し
ま
す
。

　

長
門
湯
本
温
泉
で
は
照
明
を
使
っ

て
、
音
信
川
で
音
や
風
を
楽
し
み
、

佇
み
た
く
な
る
川
の
夜
景
づ
く
り

や
、
昔
か
ら
の
家
々
や
ま
ち
並
み
な

ど
ま
ち
全
体
が
優
し
い
風
景
の
ス

テ
ー
ジ
と
な
る
環
境
づ
く
り
、
本
物

の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
づ
く
り
な
ど
へ

の
取
組
に
意
欲
を
見
せ
て
お
り
、「
他

に
類
を
見
な
い
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
自
分
の
で
き
う
る
ベ
ス
ト
を
尽

く
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

《略歴》
1966年生まれ。照明デザイナー、株式
会社ＬＥＭ空間工房代表。趣味は世界
あかりの旅、特技は超ポジティブ思考

成長戦略推進課　℡ 23-1234
長門湯本みらいプロジェクトHP

http://yumoto-mirai.jp/

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
秋
に
行
わ
れ
た
社
会
実
験
で

は
３
週
間
に
わ
た
り
、
川
床
や
屋

台
、
音
信
川
に
架
か
る
橋
、
護
岸
、

路
地
の
石
積
み
や
植
栽
な
ど
に
加

え
、
も
と
も
と
あ
る
自
然
な
ど
の
地

域
資
源
を
照
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

劇
的
に
観
光
地
を
変
え
る
力
が
「
あ

懐かしの湯本フォト

写真提供：湯本まちかど資料館館長　吉冨尊一

か
り
」
に
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
夜
間
の
風
情
の
演
出
は

公
共
空
間
の
み
で
で
き
あ
が
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
良
好
な
景
観
づ

く
り
に
む
け
て
、
行
政
や
地
域
住

民
、
事
業
者
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
果
た
し
、
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
住
宅

や
商
店
の
軒
先
に
、
湯
本
温
泉
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
「
湯
本
提
灯
」
の
設
置

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
と
行
政
が
と
も
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
素
敵
な
温
泉
街
の
形
成
に

向
け
た
あ
か
り
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
灯

り
始
め
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
る
夜
の
温
泉
街

〜
温
泉
街
の
景
観
づ
く
り
〜

（
長
門
湯
本
温
泉
観
光
ま
ち
づ
く
り

デ
ザ
イ
ン
会
議  

照
明
担
当
）

▲住民ら自らが「湯本提灯」を取り付け

市
役
所
新
庁
舎

建
設
工
事
住
民
説
明
会

　

市
役
所
新
庁
舎
建
設
工
事
の
着
手

に
先
立
ち
、
工
事
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
市
と
施
工
業
者
か
ら
建
設
工

事
の
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
建
築

概
要
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

■ 

日
時　

１
／
９ 

（火）　

19
：
00
〜

■ 

場
所　

長
門
市
役
所
３
階
会
議
室

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

■ 

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
庁
舎
建
設
準
備
室

℡
23
‐
１
１
９
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▲音信川に架かる橋は「あかり」により幻想的な空間に

17


